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規
模
拡
大
で
労
働
生
産
性
向
上
も

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
統
計
を
見

る
と
、基
幹
的
農
業
従
事
者
の
大
幅
減

少
、高
齢
化
の
進
展
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、人
手
不
足
も
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、農
業
経
営
の
大

規
模
化
や
法
人
化
の
進
展
、さ
ら
に
農

業
の
生
産
構
造
の
変
化
に
よ
り
農
業
産

出
額
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
実
態
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、最
近
急
速
に
開
発
が
進
ん
で

い
る
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
が
こ
れ
ら
課
題
解
決
の
糸

口
に
な
る
の
か
ど
う
か
、日
本
公
庫
で
最

近
実
施
し
た
調
査
結
果
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
考
察
し
ま
す
。

　

ま
ず
、農
業
の
構
造
変
化
に
つ
い
て
経

営
体
数
と
従
事
者
の
観
点
か
ら
見
て
み

ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
一

〇
年
前
の
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
と

を
比
較
し
た
場
合
、家
族
経
営
が
減
少

す
る
一
方
、法
人
経
営
体
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、ま
た
、基
幹
的
農
業
従
事
者
は

大
幅
減
少
し
高
齢
化
の
進
展
も
顕
著
な

一
方
、常
時
雇
用
者
な
ど
は
増
加
傾
向
に

あ
る
の
が
特
徴
と
言
え
ま
す
。（
図
１
）。

　

で
は
、雇
用
労
働
者
の
増
加
は
経
営

体
側
か
ら
見
た
需
要
を
満
た
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。一
般
的
に
農
業
の
雇
用

労
働
力
不
足
は
深
刻
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。公
庫
が
実
施
し
た「
農
業
景
況
調
査
」

に
お
い
て
も
過
去
三
年
の
雇
用
Ｄ
Ｉ（
※
）

の
悪
化（
雇
用
労
働
力
不
足
）は
深
刻
化

し
て
い
ま
す（
表
）。業
種
別
で
見
る
と
、

酪
農（
北
海
道
）や
採
卵
鶏
経
営
で
の
不

足
感
が
よ
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、販
売
額
の
階
層
別
の
雇
用
有
無

の
態
様
を
見
た
場
合
、売
り
上
げ
が
大
き

い
階
層
ほ
ど
雇
用
者
を
雇
い
入
れ
て
い

る
割
合
が
高
い
こ
と
、特
に
大
規
模
層
ほ

ど
常
時
雇
用
者
を
雇
い
入
れ
て
い
る
割

合
が
高
い
こ
と
か
ら
、雇
用
労
働
力
に

頼
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
２
）。

　

次
に
農
業
生
産
構
造
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。一
〇
年
前

と
の
比
較
で
は
農
業
産
出
額
は
約
八・五

兆
円
か
ら
約
八・八
兆
円
に
増
加
し
て
い

ま
す（
図
３
）。

　

農
業
産
出
額
を
販
売
額
階
層
別
の

シ
ェ
ア
率
と
い
う
観
点
で
試
算
し
た
と

こ
ろ
、売
り
上
げ
三
〇
〇
〇
万
円
以
上
階

層
が
占
め
る
比
率
は
〇
五
年
の
三
九
・

五
％
に
対
し
、一
五
年
は
五
一
・
三
％
と

過
半
を
占
め
て
い
ま
す
。特
に
一
億
円
以

上
の
層
は
一
九
・
二
％
か
ら
二
九
・
二
％

と
シ
ェ
ア
率
は
約
一
・
五
倍
に
な
っ
て
お

り
、大
規
模
経
営
体
の
生
産
額
が
農
業

産
出
額
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、大
規
模
な

経
営
体
の
増
加
に
よ
り
、労
働
生
産
性

が
向
上
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）に
対

す
る
農
業
産
出
額
が
一・
六
％
で
あ
る
の

に
対
し
、全
国
の
就
業
者
数
に
対
す
る
農

IT活用で
スマート農業化
その先に

出口はあるのか

現在、スマート農業の実現が目指されていますが、スマー
ト農業は、農業の抱えるさまざまな課題の解決への糸口
となり得るのでしょうか。日本公庫の複数の調査結果を
基に考察してみました。

日本政策金融公庫◦農林水産事業
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情報戦略レポート

●

―統計と調査から見えた農業の成長性と課題―

図１　農業労働力の推移
農業経営体　201万（2005年）➡138万（2015年）（▲63万）

資料：農林水産省「2005年農林業センサス」「2015年農林業センサス」、内閣府「国民経済計算」を基に編集。　注：➡は、（　）は2005年から2015年の間の変化を示す。

（参考）ＧＤＰ（名目）525.7兆円➡533.9兆円／農業産出額 8.5兆円➡8.8兆円／就業者数 6,350万人➡6,422万人

家族経営体　１９８万➡１３４万（▲６４万）

販売農家　１９６万➡１３３万（▲６３万） 法人経営体　
1.4万社➡2.3万社（＋0.9万社）

組織経営体　2.8万➡3.3万（＋0.5万）ノウハウの亡失

労働力確保
基幹的農業従事者（世帯員）

２２４万人➡１７５万人（▲４９万人）
　　　　　　うち４４歳以下が７％
　 常雇：６万人➡１０万人（＋４万人）

　　　　　　　うち４４歳以下が３９％
常雇のうち、外国人技能実習生 1.1万人➡2.6万人（＋1.5万人）

常雇：５万人➡１０万人（＋5万人）
　　　　　　うち４４歳以下が４７％
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業
従
事
者
数
は
三
％
を
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、依
然
と
し
て
農
業
は
労
働
集
約

的
な
産
業
で
、労
働
力
不
足
の
解
決
は

大
き
な
課
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

労
働
集
約
的
な
産
業
で
、か
つ
、労
働

力
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
農
業
を
成
長

性
の
高
い
分
野
と
す
る
た
め
に
は
、ど
う

い
っ
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。規
模
拡
大
を
す
る
こ
と
で
生

産
性
を
上
げ
る
こ
と
だ
け
が
そ
の
答
え

で
は
な
い
こ
と
が
、公
庫
の
調
査
で
分
か

り
ま
し
た
。

　

資
金
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
提

出
し
て
い
た
だ
い
た
決
算
書
を
分
析
す

る「
農
業
経
営
動
向
分
析
」よ
り
、経
営

規
模
と
収
益
性
の
相
関
関
係
に
つ
い
て

分
析
し
た
結
果
の
一
例
を
示
し
ま
す（
図

４
）。（
利
益
率
を
縦
軸
、売
上
高
を
横
軸

と
し
て
経
営
体
の
経
営
実
績
を
プ
ロ
ッ

ト
し
、散
布
図
を
作
成
）。

　

当
初
、経
営
規
模
が
大
規
模
に
な
る

ほ
ど
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ
、利
益
率

も
向
上
す
る
と
の
結
果
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、業
種
に
よ
っ

て
は
必
ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
が
高
収
益
化
に
寄
与

　

畜
産
経
営
に
お
い
て
は
売
上
高
と
利

益
率
に
つ
い
て
相
関
関
係
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、稲
作
に
つ
い
て
は
概
ね
逆
の
相

関
関
係
、つ
ま
り
規
模
が
拡
大
す
る
ほ
ど

利
益
率
が
や
や
減
少
す
る
と
い
う
傾
向

が
見
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、稲
作
に
お
い
て
は
一
ロ
ッ
ト
の
機
械

体
系
で
耕
作
で
き
る
面
積
が
限
定
さ
れ

て
お
り
、労
働
生
産
性
の
向
上
に
限
界
が

あ
り
コ
ス
ト
削
減
に
結
び
付
か
な
い
と

い
う
こ
と
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、施
設
野
菜
の
代
表
と
し
て
ト
マ

ト
の
経
営
を
分
析
し
た「
施
設
園
芸（
ト

マ
ト
）の
規
模
と
収
益
性
に
関
す
る
調

査
」で
は
、コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
規
模
拡

大
に
よ
り
削
減
は
で
き
て
い
る
が
、単
位

面
積
当
た
り
の
売
上
高
は
大
規
模
層
ほ

ど
低
く
な
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、収

益
性
も
一
定
規
模
以
上
で
は
低
く
な
る

表　雇用ＤＩの推移

図２　販売額階層別で見た雇用有無の態様
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▲27.6
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▲36.4

2015年 2016年 2017年

100万円未満

100万円以上
500万円未満

500万円以上
1,000万円未満

1,000万円以上
3,000万円未満

3,000万円以上
5,000万円未満

5,000万円以上
1億円未満

1億円以上

調査名：2017年下半期農業景況調査

資料：農林水産省「2017年農業構造動態調査」を基に編集。
注：四捨五入の関係で合計は100％にならない場合があります。

雇用なし雇用者 雇用者のうち、常雇い

（1.1）

（2.5）

（8.4）

86.0

13.3

30.6

58.7
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73.9

75.4
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26.1

24.6

13.9

（22.9）

（40.2）

（56.8）

（79.7）

41.2

69.4

86.7

図３　販売額階層別の農業産出額（試算）

資料：農林水産省「農林業センサス」を基に集計。
注１：売り上げ階層別の経営体数に階層の中央値を乗じて販売金額を試算。
　２：売り上げ３億円以上の層は、①３～５億円の層を上記の方法で、②売り上げ５億円以上の層の中央値を７．５億円とした上で試算し、①と②を合算。
　3：四捨五入の関係で合計は100％にならない場合があります。

2005年
農業産出額：８兆5,119億円

2010年
農業産出額：８兆1,214億円

2015年
農業産出額：８兆7,979億円

（％）
300万円未満

3億円以上1億円以上～3億円未満5,000万円以上～1億円未満
3,000万円以上～5,000万円未満1,000万円以上～3,000万円未満300万円以上～1,000万円未満
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常
時
雇
用
が
必
要
と
な
る
大
規
模
経

営
で
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
、

産
業
と
し
て
の
農
業
そ
の
も
の
の
成
長

性
の
阻
害
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
え
ま
す
が
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
は
労
働

力
不
足
の
対
応
策
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
に「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
利
活
用
調
査
」

で
は
、労
働
力
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
一

五
・
〇
％
が
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

い
ま
す（
図
省
略
）。

　

さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

い
る
農
業
者
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

目
的
を
聞
い
た
設
問
で
は
、「
生
産
量・品

質
の
安
定
化
」二
〇
・
〇
％
が
一
番
高

か
っ
た
も
の
の
、業
務
効
率
化（
一
六
・

一
％
）、コ
ス
ト
削
減（
一
五・八
％
）も
高

い
値
と
な
り
、経
営
効
率
化
を
目
的
と

し
て
導
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
一
定
数

あ
り
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
は
、新
規
就
農
者
の
経

営
改
善
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

青
年
等
就
農
資
金
を
利
用
し
た
新
規

就
農
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る「
青

年
等
就
農
資
金
ご
利
用
先
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
」の
結
果
で
は
、実
績
の
売

上
高
に
つ
い
て
当
初
計
画
を
下
回
っ
た

と
い
う
回
答
が
三
八
％
と
最
も
多
く
な

り
ま
し
た（
図
７
）。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

生
産
量
が
計
画
を
下
回
っ
た
と
い
う
回

答
が
六
二
％
と
過
半
を
超
え
、技
術
面

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）で
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

就
農
に
あ
た
っ
て
は
一
定
の
研
修
や

経
験
を
積
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、実
際
に
経
営
に
携
わ
る
と
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い

な
か
っ
た
、と
い
う
こ
と
が
多
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、後
継
者
が
い
な
い
篤
農
家
が
親

元
に
な
り
新
規
就
農
者
や
法
人
の
新
規

雇
用
者
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
望
ま
し
い
で
す
が
、年
一
作
し

か
で
き
な
い
作
目
も
多
く
、ノ
ウ
ハ
ウ
の

伝
達
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
実
態
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
篤
農
家
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
数
値
化
し
て
承
継
す
る
こ

と
な
ど
が
解
決
の
一
つ
の
方
法
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、産
学
官
民
連
携
に
よ
り
Ｉ
Ｔ

を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
基
盤
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
八
月
に
は『
農
業
デ
ー
タ

連
携
基
盤
協
議
会
』（
通
称
：
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ

Ｉ
）が
設
立
さ
れ
、農
業
者
が
デ
ー
タ
を

利
用
し
て
生
産
性
向
上
や
経
営
改
善
に

取
り
組
め
る「
農
業
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」の
整
備
が
具
体
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
が
、農
業
の
成
長
性
に
対
す
る
課
題
の

出
口
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
情
報
企
画
部　

圓
地 
隆
夫
）

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
５
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、業
種
に
よ
っ
て
は
規

模
拡
大
が
必
ず
し
も
収
益
性
の
向
上
に

結
び
付
か
ず
、効
率
性
に
課
題
を
残
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

農
業
を
成
長
性
の
高
い
分
野
と
す
る

た
め
に
は
、規
模
拡
大
と
収
益
性
の
向
上

の
両
立
を
図
り
、大
規
模
か
つ
高
収
益
の

経
営（
例
え
ば
、図
４
の
存
在
し
な
い
階

層
の
経
営
体
）を
目
指
す
こ
と
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、高
度
な
環
境
制
御
を
行
う
こ

と
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
収
量
を

目
指
す
経
営
が
で
て
き
て
い
る
ほ
か
、ド

ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
精
密
農
業
に
よ
る

高
付
加
価
値
化
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
が
、こ
れ
ら
は
収
益
性
の
向
上
に
有

効
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
利
活
用
調
査
」で
Ｉ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
有
無
で
成
長
性

に
違
い
が
出
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
経
営
体
は
利
用
し
て
い
な
い
経
営
体

に
比
べ
、三
年
間
で
所
得
率（
経
常
利
益

率
）の
伸
び
に
六
一・一
ポ
イ
ン
ト
の
差
が

あ
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す（
図
６
）。

　
人
手
不
足
や
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承
に
も
期
待

　

農
業
生
産
の
中
心
が
大
規
模
経
営
に

移
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
統
計
に
基

づ
く
試
算
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

︻
引
用
し
た
公
庫
調
査
の
概
要
︼

〈
二
〇
一
七
年
度
下
半
期
農
業
景
況
調
査
〉

調
査
時
期
：
二
〇
一
八
年
一
月

調
査
方
法
：
往
復
は
が
き
に
よ
る
郵
送
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

調
査
対
象：ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
、ま
た
は
、農
業
改
良

資
金
の
融
資
先

※
Ｄ
Ｉ（D

iffusion Index

）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
各
項
目
へ
の
回
答
は
、「
①
良
く

な
っ
た 

②
変
わ
ら
な
い 

③
悪
く
な
っ
た
」か
ら
一

つ
選
ぶ
形
式
と
な
っ
て
お
り
、Ｄ
Ｉ
は
、前
年
と
比

較
し
て「
良
く
な
っ
た
」の
構
成
比
か
ら「
悪
く
な
っ

た
」の
構
成
比
を
差
し
引
い
た
も
の
。

〈
二
〇
一
六
年
農
業
経
営
動
向
分
析
〉

分
析
対
象
先
：
農
業
を
営
む
日
本
公
庫
の
ご
融
資

先
の
う
ち
五
六
五
七
先

対
象
決
算
期
：
二
〇
一
四
～
一
六
年
ま
で
の
三
カ
年

を
経
年
比
較

法
人
は
各
年
一
二
～
翌
三
月
が
決
算
期
の
も
の

〈
二
〇
一
六
年
度
施
設
園
芸（
ト
マ
ト
）の
規
模
と
収

益
性
に
関
す
る
調
査
〉

調
査
時
期
：
二
〇
一
六
年
一
〇
月
～
一
七
年
三
月

対
象
決
算
期
：
二
〇
一
五
年

有
効
回
答
数
：
二
六
六
先

〈
二
〇
一
七
年
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
利
活
用
調
査
〉

調
査
時
期
：
二
〇
一
七
年
七
月

調
査
方
法
：
往
復
は
が
き
に
よ
る
郵
送
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

有
効
回
答
数
：
五
一
一
六
先

う
ち
三
年
前
の
財
務
デ
ー
タ
が
比
較
で
き
る
二
六

四
八
先
を
分
析

⃝

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
上
の
定
義
：
生
産
履
歴
情

報
等
を
記
録
す
る
経
営
・
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の

他
、農
業
機
械
の
情
報
・
制
御
シ
ス
テ
ム
や
セ
ン

サ
ー
等
を
用
い
た
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど

〈
二
〇
一
七
年
青
年
等
就
農
資
金
ご
利
用
先
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
〉

調
査
時
期
：
二
〇
一
七
年
五
～
六
月

調
査
方
法
：
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

有
効
回
答
数
：
八
七
〇
先
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図７　新規就農者の売上計画対比 図６　ITサービス利用の有無別の利益増加率

図４　売り上げ規模対利益率（稲作・都府県）の散布図

図５　施設面積1,000m2当たり売上高と経費の構成（トマト）

調査名：2017年ITサービス利活用調査

調査名：2016年農業経営動向分析

調査名：2016年施設園芸（トマト）の規模と収益性に関する調査

調査名：2017年青年等就農資金ご利用先フォローアップ調査

利用していない
利用している

全 体
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円の大きさは経常利益額をイメージしています

農業所得 その他賃料・リース料減価償却費燃料動力費労務費材料費 （単位：千円）

全体
（n=266）

4,000m2未満
（n=88）

4,000m2以上
6,000m2未満

（n=81）
6,000m2以上
8,000m2未満
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